












と思います．4 月 29 日，私達は品川京浜急行高速
バス乗り場に 9 時に集合し，バスにて同日 9 時 40
分に東京を出発しました．ゴールデンウィーク初日
で，被災地へのボランティアラッシュも重なり，盛





　4 月 30 日，我々は 5 時に起床し，5 時 15 分にホ
テルのロビーにて集合しました．盛岡駅前のバス停
より 5 時 45 分発のバスに乗り，2 時間をかけて宮
古駅前バス停へ向かい，その後タクシーで 1 時間か
けてボランティアセンターのある山田町の B & G
海洋センターへ向かいました．（行きは 5 月 1 日ま



















17 時 50 分ごろに宮古駅に到着し，18 時発の山田線
（電車）にて盛岡駅へ向かい，20 時 50 分ごろ盛岡
駅に到着．その後，前日と同じようにミーティング
を行い，2 日目を終了した．
























































































































































































　5 月 4 日，オリエンテーションで，東松島市の
ニーズ調査班に所属することになりました．5 月 5
日，6 時 45 分に朝食，7 時 25 分に出発，バスに乗






















































































　ゴールデンウィーク中，引率 2 名学生 6 名の計 8
人で，岩手県山田町にてボランティア活動を行っ
た．4 月 29 日に盛岡へ向けて出発した．毎日盛岡
から山田町まで 3 時間半かけて通い，4 月 30 日か
ら 5 月 2 日までの 3 日間現地で活動，2 日の夜行バ
スで盛岡を出発し，3 日の早朝に東京に無事戻った．
　1）活動内容（4 月 30 日～ 5 月 2 日）





　午後：残りの女子 2 名も加わり，4 名で津波の被
害にあった方の家の掃除
　先生 2 名，男子 2 名で支援物資の仕分けの続き

















































































































































































　大学生協ボランティアの第 4 タームとして 2011．
4/30 ～ 5/4 の 5 日間参加した．活動場所は宮城県
の七ヶ浜町にある国際村避難所であった．昭和大学




　1 日目：朝 9 時に東京駅から個人手配した高速バ









成などの Web ページ作成班，④ VC でのフリー
マーケット班，⑤七ヶ浜エリアの泥かきと訪問ニー
ズ調査，⑥東松島市での泥かきと訪問ニーズ調査で
ある．第 3 タームのそれぞれ 6 班のメンバーから活
動内容と適正について説明がされた．希望をとり私
は②国際村避難所での活動に決まった．避難者数は














　2 日目：朝 7：15 に旅館を大型バスで出発して 50
分ほどで七ヶ浜 VC に到着．そこで春休みを利用し
てほぼ毎日国際村でボランティアしている現地の大
学生と高校生 2 人と合流した．その 2 人に分からな

































































































































　4 月 29 日から 5 月 2 日の 4 日間，岩手県山田町
にて教授 2 名 , 学生 6 名でボランティアを行った．
29 日は東京から盛岡までの移動のみであったため
実際の活動は 30 日から 2 日までの 3 日間であった．




































































































































　5 月 4 日（水）　移動，オリエンテーション
　 9：00　新宿，御茶ノ水発（高速バス）
　15：00　宿泊先着（仙台市内）




　5 月 5 日（木），5 月 6 日（金），5 月 7 日（土）
A ～ F 班に分かれて活動
　 7：25　 出発






















た．（A ～ E 班：七ヶ浜町，F 班：東松島市）
　・A 班　中央公民館（避難所，約 400 人）
　　仮設トイレの清掃，ごみ回収，環境整備，レク
リエーション，カフェ運営，資材管理










































































F チームは 30 人程度で構成されており，その中で





















































































































































　5 月 4 日（水）
　・公民館の環境整備
　・公民館の子供と遊ぶ
　・カフェの運営手伝い
　・資材管理（貸し出しチェック表作成，地元の方
に引継ぎ）
　・公民館のお年寄りの方と指の体操，お話
　◇感想
　今，心から感じているのは，この 5 日間の活動は
自分にとってスタート地点だということだ．また，
これからも何かしらの形で継続的に東北と関わりた
いという思いも強い．なぜなら活動前と活動後で，
東北やボランティアに対する見方が大きく変わった
ためだ．
　出発前に考えていたことは，5 日間というまと
まった期間で，何かしらできることがあるだろうと
いうこと，そして充実感や満足感も得られるだろう
ということだった．しかし活動を終えて自分の中に
蓄積されたものは，想像と違っていた．単純な充実
感や満足感でなく，不全感も残った．また「この 5
日間で○○ができた」と言葉に表すことはとても難
東日本大震災における昭和大学医療救援活動の記録
341
しい．
　活動を通して，ボランティアとは何かを考え続け
ていたが，今はその一部分が分かったように思う．
それは，ボランティアとはそもそも“何かを成し
た”という目に見える形での充実感を求めるもので
はない，ということだ．被災者の方に受け入れても
らえた素直な嬉しさ，短期間の活動では信頼関係を
築くのが難しいという無力感，さまざまなことを感
じ，考えた．しかしどれもが，目に見える形のもの
ではなく，そういう意味でとても曖昧なものだっ
た．
　しかし，私が友人や家族，先生などにボランティ
アのことを話すときは「今まででいちばん充実した
G.W. だった」と伝えている．ここからは個人的な
話も含んでいるが，自分が得たものについて述べ
る．本当に与えられるばかりの 5 日間だったが，特
に得たものは多くの人との出会い，コミュニティの
広がりだ．もちろん，ボランティアの目的は多くの
人と出会うためではなく，学生としてできることを
少しでもするためだ．しかし，公民館やボランティ
アセンターなどの七ヶ浜町民の人々，ボランティア
に参加していた学生との出会いは，自分にとってと
ても刺激になった．
　うまくまとめることが難しいのだが，まとまらな
くても，忘れないようにしようと私は思っている．
いつかここで見聞きしたことがつながり，後々何か
に気づけたり活かすことができれば，と考えてい
る．
　また，これを誰かに発信するべきだとも考えてい
る．そうすることで私も，周りの人も，震災を忘れ
ないでいることができるのではないかと思うから
だ．報道とは違う現地の状況，見聞きしたことを学
生の目線で伝えられれば，と考えている．
